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2. 달에 짖는다 출판과 시인의 자부  

朔太郞   

朔太郞

  

  

感情  大正 朔太郞  

多田不二 加藤介春 多田不二 、  

 

朔太郞

內部 病人 春夜 猫にゐる       

ありあけ      

朔太郞

北原白秋

春夜 ありあ

け

多田不二

多田不二 詩集 月 吠 及 萩原氏 藝術 論 感情 感情詩社 年 月號に える び の を ず   、

同 程度 苦 人以外 何人 到底踏 込 極端 病氣 內部 觀照じ に しんだ は も み めない にまで の の している そしてこれら。

詩 最 驚嘆 詩 音律 韻律の に も すべきは の である また である。 。

萩原朔太郞全集 筑摩書房 一九八七 八九年 全十六卷 朔太郞ー  

朔太郞全集 第十三卷 書簡 私 內部 病人 春夜 猫の にゐる ありあけ くさ           

蛤 非常 滿足 私自身 月 吠 中 最 自信 之つた をほめてくださつたことは な です として に える の で も のあるのは 。   

等 詩扁 少 此 表現 私 新發明 何 向 自負 得の です なくとも の だけは の であり ぴとに つても をもち るのです そし、 、 。

今 作 緊張て ではもはや れないほど したリズムです。

朔太郞全集 第十三卷 書簡 今度集 中 自分 自信めたものの で で のあるものは アルスにのせていただ  、

春夜 他二三いた ありあけ その にすぎません    
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3. 썩은 대합 의 시군 속의 春夜

內部 居 人 畸形 病人 見 理由に る が な に える ばくてりやの

世界 蛤 猫およぐひと ありあけ くさつた

陽春 春 實体 朔太郞の

ーです

みづながれ

手

春夜

春夜

朔太郞   

なやま

春夜 感覺 疾患しき の と

春夜

春夜

春夜   

春夜

朔太郞 春夜

  



春夜 北原白秋   

春夜

春夜

4. 이미지의 집약

朔太郞 春夜

春夜

ようなもの

淺蜊のやうなもの、

蛤のやうなもの、

みぢんこのやうなもの、

冒頭 春夜 淺蜊 蛤

みぢんこ

淺蜊 蛤 みぢんこ

ーようなもの

朔太郞全集 第一卷  
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潮ーようなもの みづな

步がれ みづながれ いている あるいている よせくる よせくる ま

にまに そよそよ ちらちら ふらりふらり

生物 身體 砂それら の は にうもれ、

手 外部世界 指向

どこからともなく、

絹 手 無數 生いとのやうな が に え、

手 毛 浪のほそい が のまにまにうごいてゐる。

朔太郞

性 手 手 頭上わが のせんちめんたる あまたある をかなしむ はつねに にをどり、 、 、 感傷 手の

月光 中 泳 捉 手の を ぎいで むらがるくらげを へんとす はからだをはなれてのびゆき

遠 月光 海月しきりに きにさしのべらる と

朔太郞

朔太郞全集 第一卷  、

朔太郞全集 第二卷  、



春夜 手

手 、

春夜

浪 鼻音のまにまに

生 實体感みづながれ

生 春 夜あはれこの あたたかい の に、

潮そよそよと みづながれ、

生物 上の にみづながれ、

貝 舌 哀るゐの も ちらちらとしてもえ しげなるに、 、

あわれ この

生 生あたたかい

潮 坂本越郞みづながれ   

潮 精液 貝 舌 女陰 表象みづながれ は を るゐの は を して      

いる

決 頹廢的して でないの

性感 刺激 純粹 實感的はその の が に であるからである

蛤 貝 蛤 髮 毛 舌くさつた の

  

竹 纖毛

惱 性める  

生 齒 手 潮 行方つめたきもの れ その はみづにながれ その はみづにながれ さし もしらにながるる、 、 、

貝ものを、

坂本越郞 浪漫 抒情 萩原朔太郞論 詩 生活 金子書房 年 月号と ー ー と  、 。
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軟體動物 上 砂利この のあたまの には や、 潮
しほ

流みづが ざら ざら ざら ざら れてゐる ながれてゐ、 、 、 、 、

る、 く 蛤さつた

春夜

潮みづながれ

潮みづながれ

ちらちら

雲雀料理 竹 哀傷 朔太郞とその

春夜

竹 哀傷 讀点とその

朔太郞

渚 方 見とほく の を わたせば、

渚路ぬれた には、

腰 下 病人 列から のない の があるいてゐる、

步ふらりふらりと いてゐる。

腰 下 病人 列から のない の があるいてゐる

朔太郞全集 第一卷  

朔太郞全集 第一卷  

例 月 吠 雲雀料理 章 收 山居 詩歌 年 月号 八月 祈禱 魚鳥遠えば に える の の に められた は は くに    

消 去 桔梗 心 悲 樹蔭え り いろおとろへ しだいにおとろへ わが いたくおとろへ しみ をいでず、 、 、 、 、

手 聖書 銀 動詞 連用形 疊 掛 詩的表現 竹 哀に は となる となっており このような の の み けによる は とその。 、

傷 詩群 先驅の の をなすものである。



朔太郞

腰 下おお もちろん わたくしの から ならば そのへんがはつきりしないといふのならば、 、 、 、

內部 人 畸形 病人 見 理由にいる が な に える

疾患ながい のいたみ 顔 巢 腰 影 消 腰から その はくもの だらけとなり からしたは のやうに えてしまひ、 、 、

藪 生 手 腐からうへには が え が れ、 、身體
しんたい

いちめんがじつにめちやくちやなり、

以下略ー ー ありあけ

春 實体 客 腰の お さまの がへんにふらふらとして

危險 散步 新 靴な しい のうらにごむをつけ ふらふらふらふらあるいてゐるのだ

福島章

足 人間 大地 足 狀のない に に のつかない、

態 現實 接触 失 狀態 自分 支 立脚 大地 失 人間とはとりもなおさず との を った を え させてくれる を った、 、

考 下のことだと えられないだろうか

半身 一 意味 性的能力 關連のもう つの は に づけられる、

みずながれ

ふらりふらり

人間 髮 毛ああ それら の の にも、 、

春 夜の のかすみいちめんにふかくかけ、

よせくる よせくる、 、

朔太郞全集 第一卷  

朔太郞全集 第一卷  

福島章 萩原朔太郞 不安 靑土社 年 月號の ユリイカ  、
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人間 髮 毛の の 髮 毛の

髮 毛 絹 手 手の いとのやうな や のほそい

毛

浪かすみいちめんにふかくかけ のまにまにうごいている

浪 列このしろき の はさざなみです。

春夜 母音

朔太郞ーです ー

ですよ ーだよ

    

家 主人 病氣 猫おぎやあ おぎやあ おぎやあ おわああ ここの の は です 、 、   、  

 

 

銃殺 男 夢 息 空された が のなかで をふきかへしたときに にはさみしいなみだがながれてゐた、 、 。

種類 煙草 贈物これはさういふ の です にそへて  

春夜 あわれ ああ

です

猫

顯著化 靑猫  

朔太郞全集 第一卷  

朔太郞全集 第一卷  



雲 心像それは のやうなひとつの さびしい奇生蟹
やどかり

幽靈 奇生蟹の ですよ のうた。

柳 暗 墓場 歌 猫柳のかげを くさまよふよ そは のやさしい ごゑです。

ーですよ ーです

靑猫 靑猫さびしい  

春夜 靑猫  

5. 결 론

春夜

春夜

春夜 ーようなもの

朔太郞

朔太郞

感傷の  

手 貝 月光 海月 竹と

春夜 春夜

  

朔太郞全集 第一卷  

朔太郞全集 第一卷  

春夜 靑猫さびしい

ーます

薄暗 墓地 景色どこにこんな い の かあるのだらう

ーですよ

春夜ーです ーます

春夜ーです ーます
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です

詩的話者 顯著化

朔太郞

詩的話者 顯著化

靑猫  

參考文獻【 】

萩原朔 太郞全集 全十五卷 筑摩書房 

栗津則雄 萩原朔太郞論 思潮社  

飯島耕一 萩原朔太郞 角川書店  

伊藤信吉 萩原朔太郞 北洋社  

大岡信 萩原朔太郞 近代日本詩人選 一 筑摩書房  

久保忠夫編 日本近代文學大系 三十七卷 萩原朔太郞 角川書店    

現代詩讀本 八 萩原朔太郞 思潮社  

國文學 一九七八年十月号 萩原朔太郞 詩 生理 學燈社の  

文芸讀本 萩原朔太郞 河出書房新社  

一九七二年四月臨時增刊号 萩原朔太郞 靑土社ユリイカ  

一九七五年七月号 萩原朔太郞 靑土社ユリイカ  

一九八 年七月号 萩原朔太郞 歐化 回歸 靑土社ユリイカ と  

感情 大正六年五月號 感情詩社  



要 旨

月 吠 詩想 詩的技法 底辺 種 詩的心象 一貫性 他方 近代詩 一段 進步に える の や の には ある の の と では を と  、 、

銳 極 高 音樂的 効果 念頭 置 月 吠させた いイメージと めて い な がみえる これらのことを に きながら に える を。   

讀 返 蛤 章 收 內部 居 人 畸形 病人 見 理由 春夜み すとき くさつた の に められた に る が な に える およぐひ、

猫 等 朔太郞 詩的世界 精髓 作品 注目 値 實 朔と ありあけ は の の ともいうべき として に する のところ、 。 、

太郞 詩 收 蛤 章 非常 高 自信 示みずからもこれらの が められている くさつた の について に い のほどを している

。

月 吠 特徵 詩集 代表詩群 蛤 章 吟味 糸ここでは に える の をつかむとともに の といえる くさつた の を する  、

口 春夜 重点 置 嚴密 評釋 通 朔太郞 詩的文學性 探 特 春夜 焦点として に を き な を じて の を ってみた に に、 、 。

合 蛤 詩群 共通 情緖 技法 音樂性 作品 象徵を わせたのは くさつた の に した イメージ が この にとりわけ、

的 含蓄的 秘 思でなおかつ に められていると うからである。

春夜 月 吠 中核 位置 詩 詩集 收 他 詩 詩想及 詩的技法は に える の に する として に められた の との び など  、 、

深 關連 日本近代詩 新 領域 開 評価 竹 詩群 多 用と く している すなわち の しい を いたと される の で く いられ。 、

連用中止法 連 生 渴望 慘 淸 渴望 表現た の なりや への もしくはその めさを めたいとの の としてとらえられる、 、

依存 場 見失 自己不安 象徵 描 下半身 衰弱 消みずながれ のイメージ する を うことへの の として かれた の、

失 語 手 顯著化 月 吠のイメージ り の など に え、 、 主 及 表現技法 春夜 集約る の なイメージ び がこの に されて 

意味いるのである このような から。 春夜 月 吠 詩想 集約地は に える における の といわなければならない  。

詮索 朔太郞 生存 悲哀 存在 重苦 實存意識 一斷面 春そしてこれらのイメージの から の の の しさといった の が、

夜 集約的 盛に に られているといってよかろう。

, , , , < >,心象風景 詩的深淵 蛤 手キーワード イメージ くさつた

< >, ,下半身 衰弱 燒失 生 實体感 等時性の ・ の リズム



양 동 국 ·················································································· 의 썩은 대합( )萩原朔太郞 蛤 考くさつた

충남 천안시 청수동 극동아파트 동 호: 330-190 205 1303住 所

: 041-900-8652電 話

E-mail : dkyang@smuc.ac.kr


